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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年1月11日(2018.1.11)

【公表番号】特表2017-506956(P2017-506956A)
【公表日】平成29年3月16日(2017.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-011
【出願番号】特願2016-553473(P2016-553473)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ    2/00     　　　　
   Ａ６１Ｂ   17/00     ５００　

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月24日(2017.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘルニアを修復するためのパッチであって、
　周縁部と、第１軸と、前記第１軸に対して垂直な第２軸と、を有するパッチ本体であっ
て、前記第１軸及び前記第２軸が前記パッチ本体のおよそ中心で交差し、前記パッチ本体
が、狭い切開部又はカニューレを通して患者の体内に挿入されるために縮小形態に操作さ
れるように構成されている、パッチ本体と、
　前記パッチ本体を前記縮小形態から拡張形態に広げることを補助する支持部材と、
　前記支持部材を保持し、前記パッチ本体に取り外し可能に取り付けられている取付具と
、を備えるパッチ。
【請求項２】
　前記取付具が、前記支持部材を収容するスリーブを含む、請求項１に記載のヘルニア修
復パッチ。
【請求項３】
　前記スリーブが平坦なスリーブである、請求項１に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項４】
　前記取付具が、連続縫合糸によって前記パッチ本体に取り外し可能に取り付けられてい
る、請求項１に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項５】
　前記支持部材が急峻な内向き偏向部を含む、請求項１に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項６】
　前記急峻な内向き偏向部が、前記第１軸及び前記第２軸に沿って位置している、請求項
４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項７】
　前記急峻な内向き偏向部がＶ字型を有する、請求項４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項８】
　一対の急峻な内向き偏向部をさらに含み、前記急峻な内向き偏向部の各々が、前記第１
軸及び前記第２軸のうちの一方に沿って位置している、請求項５に記載のヘルニア修復パ
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ッチ。
【請求項９】
　前記スリーブが、前記スリーブに加えられる引張力に応答して、前記スリーブ及び前記
収容された支持部材の曲げを容易にするように構成された１つ又は複数のレリーフを含む
、請求項２に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項１０】
　前記支持部材が少なくとも１つの内向き偏向部を含み、前記スリーブが、前記少なくと
も１つの内向き偏向部に隣接する少なくとも１つのレリーフを含む、請求項９に記載のヘ
ルニア修復パッチ。
【請求項１１】
　前記パッチ本体が、組織内部成長を可能にするように構成された第１面と、付着の形成
を阻止するように構成された第２面と、を含む、請求項９に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項１２】
　前記スリーブが、概して前記パッチ本体の前記周縁部に沿う、請求項２に記載のヘルニ
ア修復パッチ。
【請求項１３】
　前記支持部材が、概して前記パッチ本体の前記周縁部に延在している、請求項１に記載
のヘルニア修復パッチ。
【請求項１４】
　ヘルニアを修復するためのパッチであって、
　周縁部と、第１軸と、前記第１軸に対して垂直な第２軸と、を有するパッチ本体であっ
て、前記第１軸及び前記第２軸が前記パッチ本体のおよそ中心で交差している、パッチ本
体と、
　フレーム状支持部材であって、前記第１軸が交差する、対向する第１側部及び第２側部
を有し、前記パッチ本体及び前記支持部材が、細長い切開部又はカニューレを通して患者
の体内に挿入されるために縮小形態になるように、前記第２軸に沿って合わせて操作され
るように構成され、前記支持部材の前記対向する第１側部及び第２側部の各々が、前記第
２軸の方向において前記支持部材の操作に対する抵抗を低減させる急峻な内向き偏向部を
含む、支持部材と、を備えるパッチ。
【請求項１５】
　前記急峻な内向き偏向部の各々が前記第１軸に沿って位置している、請求項１４に記載
のヘルニア修復パッチ。
【請求項１６】
　前記急峻な内向き偏向部の各々がＶ字型を有する、請求項１４に記載のヘルニア修復パ
ッチ。
【請求項１７】
　前記支持部材が実質的に楕円形又は円形の形状を有する、請求項１４に記載のヘルニア
修復パッチ。
【請求項１８】
　前記対向する側部が、前記第２軸から離れるように外向きに曲がる、請求項１４に記載
のヘルニア修復パッチ。
【請求項１９】
　前記対向する側部の各々が、第１端部及び第２端部と、前記第２軸の方向に測定された
前記第１端部と前記第２端部との間の長さとを有し、前記急峻な内向き偏向部の各々が、
第１端部及び第２端部と、前記第２軸の方向に測定された前記第１端部と前記第２端部と
の間の長さとを有し、前記急峻な内向き偏向部の各々の前記長さが、前記対向する側部の
前記長さの１５％～５０％の範囲である、請求項１４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項２０】
　前記フレーム状支持部材が、概して前記パッチ本体の前記周縁部に沿う、請求項１４に
記載のヘルニア修復パッチ。
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【請求項２１】
　前記フレーム状支持部材が、前記パッチ本体に離脱可能に取り付けられた取付具によっ
て保持されている、請求項１４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項２２】
　前記取付具がスリーブを含む、請求項２１に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項２３】
　ヘルニアを修復するためのパッチであって、
　第１軸と、前記第１軸に対して垂直な第２軸と、を有し、狭い切開部又はカニューレを
通して患者の体内に挿入されるために縮小形態になるように、前記第２の軸に沿って操作
されるように構成されているパッチ本体であって、
　前記第２軸が交差する第２縁部を含み、前記第２縁部が第１厚さを有する、パッチ本体
と、
　前記第２縁部に沿って配置された止め具であって、前記第１厚さより大きい第２厚さを
有する止め具と、
　前記第２縁部を入れるのに十分大きいが前記止め具を入れるほど十分に大きくはないパ
ッチ受入れ開口部を有するイントロデューサと、を備えるパッチ。
【請求項２４】
　前記パッチ本体が、組織内部成長側と、バリア側と、を含み、前記止め具が、前記組織
内部成長側から外向きに延在している、請求項２３に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項２５】
　前記組織内部成長側が組織浸潤可能ファブリックを含み、前記バリア側がバリア層又は
バリアコーティングを含む、請求項２４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項２６】
　前記止め具が組織浸潤可能ファブリックから形成されている、請求項２３に記載のヘル
ニア修復パッチ。
【請求項２７】
　前記止め具が、浸透可能ファブリックの組織の複数の層を含む、請求項２６に記載のヘ
ルニア修復パッチ。
【請求項２８】
　前記止め具が組織浸潤可能ファブリックの円筒体を含む、請求項２６に記載のヘルニア
修復パッチ。
【請求項２９】
　前記パッチ本体が一対の対向する第２縁部を含み、第１止め具が前記対向する第２縁部
のうちの一方に配置され、第２止め具が前記対向する第２縁部のうちの他方に配置され、
前記第１止め具及び前記第２止め具が、前記パッチ本体が縮小形態になるように前記第２
軸に沿って操作されるときに互いに重ならないように、前記第２軸の方向にずれている、
請求項２３に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項３０】
　支持部材を収容するスリーブをさらに含み、前記スリーブの少なくとも一部が前記第２
縁部に沿って延在し、前記止め具が、前記第２縁部に沿って延在する前記スリーブの前記
部分に位置する、請求項２３に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項３１】
　前記イントロデューサが一対のスプライン状部分を有するシャフトを含み、前記パッチ
受入れ領域が、前記一対のスプライン状部分の間に規定されている、請求項２３に記載の
ヘルニア修復パッチ。
【請求項３２】
　前記一対のスプライン状部分が、弾力性があり、前記パッチ本体を受け入れるように広
がることができる、請求項３１に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項３３】
　前記第２縁部が、前記パッチ本体の最外縁と、前記最外縁から内向きに延在する前記パ
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ッチ本体の隣接領域と、を含む、請求項２３に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項３４】
　ヘルニアを修復するためのパッチであって、
　第１軸及び第２軸を有するパッチ本体であり、前記第２軸が前記第１軸に対して垂直で
あり、前記第１軸及び前記第２軸が前記パッチ本体のおよそ中心で交差するパッチ本体で
あって、
　前記パッチ本体が、前記第１軸に沿って見た場合の第１形状及びサイズと、前記第２軸
に沿って見た場合の第２形状及びサイズとを有し、前記第１形状及びサイズが前記第２形
状及びサイズとは異なり、前記パッチ本体が、前記第１軸が交差する縁の第１対と前記第
２軸が交差する縁の第２対とを有する、パッチ本体と、
　前記縁の第１対又は前記縁の第２対のいずれかの各々から外向きに延在するタブと、を
備えるパッチ。
【請求項３５】
　前記タブのうちの少なくとも１つが、前記第１軸又は前記第２軸のいずれかと交差する
ように配置されている、請求項３４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項３６】
　前記タブの両方が、各々が前記第１軸又は前記第２軸のいずれかと交差するように配置
されている、請求項３５に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項３７】
　前記タブがローブの形状である、請求項３４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項３８】
　前記縁の第１対が略湾曲形状を有し、前記縁の第２対が略直線形状を有する、請求項３
４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項３９】
　前記縁の第１対のうちの少なくとも一方が、第１端部及び第２端部と、前記第１端部と
前記第２端部との間の第１縁長さとを有し、前記縁の第２対のうちの少なくとも一方が、
第１端部及び第２端部と、前記第１端部と前記第２端部との間の第２縁長さとを有し、前
記第１縁長さが前記第２縁長さより大きい、請求項３８に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項４０】
　前記縁の第１対の両方が同じ第１縁長さを有し、前記縁の第２対の両方が同じ第２縁長
さを有する、請求項３９に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項４１】
　前記パッチ本体が前記第１軸に沿って細長い、請求項３４に記載のヘルニア修復パッチ
。
【請求項４２】
　各タブが、それが延出する前記側縁から外向きにかつ前記第１軸又は前記第２軸のいず
れかに平行な方向に測定された長さによって規定され、各タブの前記長さが、各タブが外
向きに延出する前記対向する縁の間に伸びる、前記同じ軸方向に測定された長さの１％～
２０％の範囲である、請求項３４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項４３】
　各タブが、各タブが外向きに延出する前記対向する縁の間に伸びる前記長さの１％～５
％の範囲である長さによって規定されている、請求項４２に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項４４】
　各タブが、それが延出する前記側縁から外向きにかつ前記第１軸又は前記第２軸のいず
れかに対して平行な方向に測定された長さによって規定され、前記長さが８ｍｍ～１０ｍ
ｍの範囲である、請求項３４に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項４５】
　前記パッチ本体が、狭い切開部又はカニューレを通して患者の体内に挿入されるために
縮小形態になるように操作されるように構成され、前記パッチ本体を前記縮小形態から拡
張形態に広げることを補助する支持部材をさらに含む、請求項３４に記載のヘルニア修復
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パッチ。
【請求項４６】
　前記支持部材を保持する取付具をさらに含み、前記取付具が前記パッチ本体に取り外し
可能に取り付けられている、請求項４５に記載のヘルニア修復パッチ。
【請求項４７】
　前記取付け具が、前記支持部材を収容するスリーブを含む、請求項４６に記載のヘルニ
ア修復パッチ。
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